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こうほうこうほう

平成23年4月より景観行政事務開始に向けて②景観

十勝岳噴火総合防災訓練2月23日（水）実施防災

平成22年火災救急統計消防

平成22年かみふらの10大ニュース決定郷土館

放課後スクール・クラブ登録児童募集学習

町営住宅入居者募集公住

題名『　’10十三夜　』　～　山品岩夫さん（大町4丁目）の作品
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ててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて

景
観
行
政
事
務
の
開
始
へ
向
け
て

平
成

年
4
月
1
日
か
ら
の

23

問
合
せ

建
設
水
道
課
建
設
班

�
�
6
9
8
1
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更
に
、
こ
の
魅
力
と
特
徴
を
活
か
し
な
が

ら
景
観
づ
く
り
を
行
う
た
め
に
、
次
の
6
つ

の
取
り
組
み
を
進
め
る
計
画
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

十
勝
岳
連
峰
や
田
園
丘
陵
な
ど
の
景
観
資

(1)
源
の
保
全

　

観
光
産
業
の
振
興
に
も
つ
な
が
る
良
好
な

(2)
視
点
場
の
形
成

　

景
観
阻
害
要
因
の
軽
減

(3)
　

自
然
景
観
や
田
園
景
観
と
の
調
和
と
秩
序

(4)
あ
る
市
街
地
の
形
成
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■
景
観
計
画
の
実
行
者
と
責
務

　

景
観
法
で
は
、
都
道
府
県
・
市
町
村
な
ど

の
地
方
公
共
団
体
、
事
業
者
及
び
住
民
に
、

景
観
づ
く
り
に
対
す
る
責
務
が
あ
る
と
示
し

て
い
ま
す
。

　

責
務
を
果
た
さ
な
い
場
合
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ

ー
と
し
て
、
懲
役
や
罰
金
を
科
す
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、
こ
の
責
務
の
範
囲
や
基
準
に

つ
い
て
は
、
景
観
行
政
団
体（
※
）で
あ
る
地

方
公
共
団
体
の
景
観
計
画
や
条
例
・
規
則
に

お
い
て
定
め
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
上
富
良
野
町
の
区
域
は
、
景
観
行

政
団
体
で
あ
る
北
海
道
の
管
轄
区
域
で
あ

り
、
今
年
の
4
月
1
日
か
ら
は
景
観
行
政
団

体
に
な
る
上
富
良
野
町
が
自
ら
景
観
行
政
事

務
を
管
轄
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
責
務
に
は
、
前
項
の
「
3
つ
の
基
本

的
方
針
」、「
6
つ
の
取
り
組
み
」
の
主
体
や

協
力
者
と
な
る
こ
と
の
ほ
か
に
、
景
観
づ
く

り
へ
の
配
慮
事
項
で
あ
る
「
景
観
形
成
の
基

準
」
に
従
う
こ
と
や
、
一
定
の
規
模
を
超
え

た
行
為
を
行
お
う
と
す
る
場
合
は
、
景
観
行

政
団
体
で
あ
る
町
へ
届
出（
国
の
機
関
や
地

方
公
共
団
体
の
場
合
は
通
知
と
い
い
ま
す
。）

を
す
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
、
広
報
か
み
ふ
ら
の　

月
号
掲
載
の

12

「
景
観
行
政
事
務
の
開
始
へ
向
け
て
①
」
で

は
、
景
観
行
政
団
体
と
景
観
行
政
事
務
の
概

況
に
つ
い
て
、
景
観
法（
以
下
「
法
律
」
と
い

い
ま
す
。）と
か
み
ふ
ら
の
景
観
づ
く
り
条
例

（
以
下
改
正
前
を
「
旧
条
例
」、
改
正
後
を
「
新

条
例
」
と
い
い
ま
す
。）な
ど
と
の
関
係
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　

本
号
で
は
、
町
の
景
観
行
政
事
務
の
基
礎

と
な
る
景
観
計
画
の
概
要
と
行
為
の
届
出
制

度
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
文
中
の
用
語
に
つ
い
て
は
、
前
号

で
説
明
し
て
い
る
も
の
は（
※
）を
付
け
て
あ

り
ま
す
の
で
、
広
報
か
み
ふ
ら
の　

月
号
を

12

ご
覧
い
た
だ
き
な
が
ら
、
お
読
み
く
だ
さ

い
。　

■
町
の
景
観
計
画

　

町
で
は
、
景
観
行
政
事
務（
※
）を
平
成　
23

年
4
月
1
日
か
ら
開
始
し
ま
す
が
、
法
律
と

新
条
例
に
基
づ
い
て
、
町
の
景
観
計
画
で
あ

る
「
か
み
ふ
ら
の
景
観
づ
く
り
計
画（
以
下

「
景
観
づ
く
り
計
画
」
と
い
い
ま
す
。）」
に
、

こ
の
事
務
の
内
容
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

景
観
づ
く
り
計
画
で
は
、
景
観
計
画
の
対

象
区
域
を
町
域
全
体
と
す
る
こ
と
、「
景
観

（
※
）を
守
り
、
育
て
、
そ
し
て
将
来
に
引
き

継
ぐ
」（
計
画
で
は
こ
れ
を
「
景
観
づ
く
り
」

と
呼
び
ま
す
。）た
め
に
、
次
の
3
つ
の
基
本

的
方
針
を
定
め
て
い
ま
す
。

①
上
富
良
野
町
内
の
代
表
的
な
視
点
か
ら
十

　

勝
岳
を
望
む
眺
望
を
阻
害
し
な
い
こ
と
。

②
北
国
の
自
然
景
観
の
イ
メ
ー
ジ
を
損
な
う

　

原
色
の
色
づ
か
い
や
奇
抜
な
意
匠
と
し
な

　

い
こ
と
。

③
上
富
良
野
町
の
風
景
と
調
和
し
、
多
く
の

　

人
に
好
感
を
持
た
れ
る
デ
ザ
イ
ン
を
心
が

　

け
る
こ
と
。

　

ま
た
、
景
観
づ
く
り
計
画
で
は
、
上
富
良

野
な
ら
で
は
の
景
観
資
源
と
し
て
、
自
然
、

産
業
、
歴
史
・
文
化
の
3
つ
の
方
向
か
ら
、

こ
の
魅
力
と
特
徴
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま

す
。

自然の景観資源
・十勝岳連峰や芦別岳
・起伏に富んだ東西の丘陵地形
・十勝岳山麓の森林

農業の景観資源
・平地部での水田を中心とした農業景観
・丘陵部での畑作を中心とした農業景観
・防風林や雑木林

歴史文化の景観資源
・直線的に伸びる道路
・北国特有の建築、開拓の歴史

　

見
る
人
と
見
ら
れ
る
対
象
の
関
係
に
着
目

(5)
し
た
景
観
づ
く
り

　

町
民
な
ど
と
行
政
の
連
携　

(6)

主に遠景

主に中景

主に近景
�

�

�

■
行
為
の
規
制
と
届
出
制
度

　

4
、
5
ペ
ー
ジ
の
別
表
1
と
別
表
2
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。　

　

別
表
1
に
は
、「
届
出
の
対
象
と
な
る
行

為
」
を
示
し
て
い
ま
す
。
一
定
の
規
模
を
超

え
る
場
合
は
、
景
観
に
支
障
が
生
じ
る
可
能

性
が
高
く
な
る
た
め
、
事
前
の
届
出
が
制
度
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化
さ
れ
て
い
て
、
景
観
行
政
団
体
で
あ
る
町

で
は
、
別
表
2
の
「
景
観
形
成
の
基
準
」
に

基
づ
い
て
審
査
し
ま
す
。

「
景
観
形
成
の
基
準
」
に
は
配
慮
や
規
制
に

関
す
る
事
項
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
配
慮

す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
は
行
為
の
届
出
の
有

無
に
関
係
な
く
、
で
き
る
範
囲
内
で
配
慮
す

る
責
務
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
規
制
事
項
に
つ
い
て
は
原
則
と

し
て
禁
止
さ
れ
、
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合

を
除
い
て
、
行
為
の
改
善
に
つ
い
て
協
議
、

勧
告
又
は
命
令
な
ど
の
行
政
処
分
の
対
象
と

な
り
、
こ
れ
に
従
わ
な
い
場
合
は
、
罰
則
が

適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
別
表
1
、
別
表
2
と
も
に
、
右
欄

に
「
北
海
道
と
の
主
な
相
違
点
」
を
記
載
し

て
い
ま
す
。

　

北
海
道
と
比
較
し
て
総
体
的
に
厳
し
い
基

準
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
雄
大
な
十
勝
岳
連

峰
や
彩
り
豊
か
な
丘
陵
な
ど
の
景
観
を
資
源

と
す
る
町
と
し
て
は
、
必
要
な
基
準
と
考
え

て
い
ま
す
。

■
届
出
事
務
の
移
行

　

上
富
良
野
町
の
区
域
に
つ
い
て
は
、
平
成

　

年
4
月
1
日
か
ら
は
北
海
道
が
届
出
事
務

21を
開
始
し
て
い
ま
す
が
、
上
富
良
野
町
が
景

観
行
政
団
体
と
し
て
の
届
出
事
務
開
始
に
伴

い
、
平
成　

年
4
月
1
日
の
前
後
で
、
表
3

23

の
よ
う
に
届
出
先
や
、
適
用
さ
れ
る
審
査
基

準
が
変
わ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
法
律
で
「
届
出
を
し
た
者
は
、
景

観
行
政
団
体
が
そ
の
届
出
を
受
理
し
た
日
か

ら　

日
を
経
過
し
た
後
で
な
け
れ
ば
、
当
該

30
届
出
に
係
る
行
為
に
着
手
し
て
は
な
ら
な

い
。」
と
定
め
て
い
ま
す
が
、「
景
観
に
支
障

が
な
い
行
為
で
あ
る
こ
と
の
通
知
」
を
受
け

れ
ば
着
手
で
き
ま
す
。

　

届
出
を
受
け
付
け
た
審
査
機
関
が
行
為
の

完
了
ま
で
監
視
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
別

表
1
の
よ
う
に
、
建
造
物
な
ど
の
規
模
が
北

海
道
の
基
準
よ
り
上
富
良
野
町
の
方
が
小
さ

場
合
で
も
届
出
対
象
と
な
る
も
の
や
上
富
良

野
町
独
自
の
届
出
行
為
も
あ
り
ま
す
の
で
、

4
月
1
日
以
降
の
着
手
日
を
予
定
す
る
場
合

は
、
ぜ
ひ
と
も
事
前
に
上
富
良
野
町
役
場
建

設
水
道
課
に
ご
相
談
の
う
え
、
適
切
な
届
出

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
、
期
間
短

縮
に
つ
い
て
配
慮
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
届
出
後
の
事
務
の
流
れ

　

届
け
ら
れ
た
行
為
に
つ
い
て
は
、
図
１
の

と
お
り
審
査
し
ま
す
。
行
為
計
画
の
見
直
し

が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
届

出
書
を
出
す
前
に
「
事
前
相
談
・
事
前
協
議
」

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
役
場
に
ご
相
談
を

　

以
上
本
号
で
は
、
届
出
制
度
を
含
め
て
、

景
観
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
。

　

建
物
や
工
作
物
を
計
画
す
る
方
は
、
早
め

に
、
設
計
や
施
工
を
依
頼
す
る
事
業
者
な
ど

を
通
じ
て
、
役
場
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

最
終
と
な
る
次
号
で
は
、
具
体
的
な
例
を

あ
げ
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
進
め
る

「
景
観
づ
く
り
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

▼
相
談
・
問
合
せ

　

建
設
水
道
課
建
設
班

　
�
�
6
9
8
1

3月31日以前

4月1日以降

町景観計画北海道景観計画適用景観計画

上富良野町役場上川総合振興局建設指導課審査機関

表3　届出事務の移行（北海道⇒上富良野町）

届出等受付

審　　査

通　　知

行為着手

届出等受付

審　　査

通　　知

行為着手

届出等受付

審　　査

通　　知

行為着手

届出等受付

審　　査

通　　知

行為着手

届出等受付

審　　査

通　　知

行為着手

事前相談
事前協議

助言など事前相談・事前協議

行為の届出

適合審査

変
更
命
令  
※
3

勧　
　

告  
※
2

周
辺
住
民
へ
の  

説
明
要
請  
※
1

不  
勧  
告 　
　

設計の変更  ※4

変更届

説
明
会
な
ど

記
録
の
提
出

行為の着手
届出から30日以上経過した後　※5

図1　届出事務の流れ

�

�

�

�

��

�

�

�

※1 町では、建築・開発行為などを行う主体に対し、必要に応じて、周辺住
民への説明を求めることができます。

※2 勧告は、届出のあった日から30日以内にしなければなりません。
※3 変更命令は、届出のあった日から30日以内にしなければなりません。変
更命令を行う場合は、90日を上限に期間延長する場合があります。

※4 変更命令に従わない場合は、原状回復などを命ずることがあります。
※5 不勧告の場合は、町がこの期間を短縮することがあります。

�
　
　
　

日
以
内　
　�

30

                    �
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【別表1】届出の対象となる行為

北海道との
主な相違点規　　模届出対象行為種　　別

高さ13ｍ又は建築
面積2,000㎡

高さ10ｍ又は建築面積
1,000㎡ を超えるもの（塔
屋、給水塔などの付属物を
含む）

新築、増築、改築、移転
建築物
(法第16条第1
項第１号)

町と同じ
上記の規模を超える建築
物で外観の2分の1を超え
るもの

外観を変更する修繕、模様替え又は色彩の変更

高さ5ｍ高さ3ｍを超えるもの

柵、塀、擁壁その他これらに類する工作物（法第8条第2項第
5号ロに規定する特定公共施設、鉄道事業法第8条第1項に規
定する鉄道施設及び空港整備法第2条第1項に規定する空港
の用に供するものを除く。）

 
ア
　
　

新
築
・
増
築
・
改
築
・
移
転

工作物
(法第16条第1
項第2号)

イ・ウ
　高さ15ｍ　

エ　高さ13ｍ

オ～コ　
　高さ13ｍ又は築
　造面積2,000㎡

高さ10ｍ又は築造面積
1,000㎡（建築物と一体と
なって設置されている場
合は、当該工作物の高さが
10ｍ）を超えるもの

鉄筋コンクリート造の柱、鉄柱、木柱その他これらに類す
る工作物（景観法第8条第2項第5号ロに規定する特定公共施
設、鉄道事業法第8条第1項に規定する鉄道施設及び空港整
備法第2条第1項に規定する空港の用に供するもの並びに電
気供給のための電線路及び有線電気通信のための線路の支
持物に該当するものを除く。）
煙突、排気塔その他これらに類する工作物
物見塔、電波塔その他これらに類する工作物
彫像、記念碑その他これらに類する工作物
観覧車、コースター、ウオーターシュートその他これらに
類する遊戯施設
自動車車庫の用に供する立体的施設
アスファルトプラント、コンクリートプラントその他これ
らに類する製造施設
石油、ガス、穀物、飼料その他これらに類するものの貯蔵又
は処理の用に供する施設
汚物処理施設、ゴミ焼却処理施設、産業廃棄物処理施設そ
の他これらに類する処理施設

イ

ウ
エ
オ
カ

キ
ク

ケ

コ

町と同じ
上記の種類及び規模の工
作物で外観の2分の1を超
えるもの

外観を変更する修繕、模様替え又は色彩の変更

10,000㎡ 又はのり
面･擁壁の高さ5ｍ

当該行為に係る土地の面
積が3,000㎡を超えるもの都市計画法に規定する開発行為

開発行為
(法第16条第1
項第3号)

定めなし当該行為に係る土地の面
積が3,000㎡を超えるもの

土地の開墾、土砂の採掘、鉱物の掘採、その他の土地の形質の変
更(都市計画法第4条第12項に規定する開発行為を除く。）

その他
(法第16条第1
項第4号)

定めなし

当該行為に係る土地の面
積が3,000㎡ かつ当該行為
に伴い生じるたい積物の
高さが３ｍを超えるもの

屋外における土石、廃棄物、再生資源、その他の物件のたい積(期
間が60日未満のもの及び雪のたい積を除く。）

定めなし高さ10ｍを超えるもの電気供給のための電線路又は有線電気通信のための線路もしくは
空中線系(その支持物を含む。）

町とほぼ同じ
（1）上記の規模に満たない行為
（2）通常の管理行為、非常災害のための応急措置として行う行為
（3）景観づくりに支障を及ぼすおそれがないと町長が認める行為

届出の必要の
ない行為
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【別表2】景観形成の基準

北海道との主な相違点景観形成基準(配慮事項を含む)区分対象
行為

・町では景観資源として十勝岳
連峰を明記。

・町では周辺建物と合わせた壁
面配置について明記。

・町では郊外部での道路に面し
た建物・工作物配置を避けるこ
とを明記し、不可避の場合は植
樹を義務化。

� 地域の特性や周辺景観との調和に配慮した位置・配置とすること。
� 十勝岳連峰、河川、農地、歴史的・文化的遺産などの地域の良好な景観資源に 
 対して、周辺からの眺望に配慮した位置・配置とすること。
� 市街地においては、周辺建物と合わせた壁面配置を基本とすること。ただし    
 セットバックしてオープンスペースを確保する場合はこの限りではない。
� 郊外部においては、道路に面した建物配置を避け、前庭・アプローチ路を設け 
 ることを基本とし、不可能な場合には建物前面に植樹を行うこと。
� 工作物においては、道路に面した配置を避け、不可能な場合には前面に植樹を 
 行うこと。

位
置
・
配
置

建
築
物
及
び
工
作
物

・道では具体的高さ規制はない
が、町では高さを15ｍ以下とす
ることを基準としている。

� 地域の特性や周辺の建築物又は工作物との連続性を考慮して、街並みや周辺景  
 観との調和に配慮した規模とすること。
� 十勝岳連峰、河川、農地、歴史的・文化的遺産などの地域の良好な景観資源に 
 対して、周辺からの眺望に配慮した規模とすること。
� 高さは、周辺景観から突出しないよう機能上やむを得ない場合を除いて15ｍ以  
下（塔屋、給水塔などの付属物を含む）にすること。

規　

模

・道ではＲ(赤)、ＹＲ(黄赤)系の
色相彩度８、Ｙ(黄)系の色相彩
度６、及び上記以外の色相彩度
４以下と規定。

・町では壁面などへの文字など
表示について明記。

・町では景観障害緩和として壁
面の緑化、前面の植栽などを提
示。

� 地域の特性や周辺景観との調和に配慮した形態意匠とすること。
� 十勝岳連峰、河川、農地、歴史的・文化的遺産などの地域の良好な景観資源に 
 対して、周辺からの眺望を阻害しない形態意匠とすること。特に稜線から突出 
 しないように高さを抑えること。
� 外観は、周辺景観と調和する目立たない色彩とし、彩度は7以下とすること。ま
　た、原色の使用を避けること。
� 壁面や屋根及び工作物への文字やイラストなどは止め、屋号やワンポイントの  
 ロゴマークに留めるよう努めること。
� オイルタンクや室外機・屋上設備など、建築物に附属する設備などは可能な限 
 り目立たない位置へ設置し、又は目隠しをするなどの工夫をすること。
� 作工物は、建築物本体とのデザインの調和を図り、擁壁などについては、威圧 
 感を軽減するよう、形状、素材感の工夫、壁面の緑化、前面の植栽など修景に 
 配慮すること。

形
態
又
は
色
彩
そ
の
他
の
意
匠

町と同じ

� 敷地内は、周辺環境との調和を図り、特に道路などの公共空間に面した空間は、
　街並みにふさわしい修景を行うよう配慮すること。
� 敷地内の既存樹木は、可能な限り保存又は移植することとし、やむを得ず伐採 
 する場合は、補植や緑化に努めること。
� たい雪スペースなどの設置を考慮するとともに、積雪期以外におけるこれらの  
 施設と周辺景観との調和にも配慮すること。

敷
地
の
外
構
・

そ
の
他

・町では視点場からののり面・擁
壁などの構造物の配置を避け
るよう明記。

� 地域の特性や周辺景観との調和に配慮した位置とすること。
� 十勝岳連峰、河川や歴史的・文化的遺産などの地域の良好な景観資源に対して、
　周辺からの眺望に配慮した位置とすること。
� 道路その他公共の場所や町内の代表的な視点から見える部分での、のり面・擁 
 壁などの構造物の配置はできるだけ避け、不可能な場合には前面に植樹を行う 
 こと。

位
置
・
配
置

開
発
行
為

町と同じ
� 地域の特性や周辺景観との調和に配慮した規模とすること。
� 十勝岳連峰、河川、農地、歴史的・文化的遺産などの地域の良好な景観資源に 
 対して、周辺からの眺望に配慮した規模とすること。

規
模

・町では巨大なのり面発生回避を
配慮。

� 十勝岳連峰や周辺景観との調和に配慮した形状とすること。
� 開発区域内にある河川や水辺、表土や植生などは可能な限り保全し、活用をす 
 ること。
� 開発区域内の既存樹木は、可能な限り保存又は移植することとし、やむを得ず 
 伐採する場合は、補植や緑化に努めること。
� 巨大なのり面が発生しないよう配慮し、のり面が生じる場合は自然地形に合わ  
 せて 植栽すること。
� 擁壁などの構造物については、壁面の緑化、前面の植栽や修景措置を行うこと。

形
状
・
緑
化
な
ど

・道では土地の形質変更及び電
線路などに関する基準はない。

� 屋外における土石、廃棄物、再生資源、資材置き場その他の物件の集積、たい 
 積、貯蔵はできるだけ止め、やむを得ない場合は、原則高さ3ｍ以下とし、外周 
 部に 樹木を植栽するなど修景に努めること。
� 電気供給のための電線路又は有線電気通信のための線路もしくは空中線系(そ   
 の支持物を含む。）については、設置位置が景観に支障を及ぼさないよう配慮に 
 努めること。

た
い
積
物
な
ど

そ
の
他

町と同じ景観形成の基準から外れた場合は、勧告・協議・命令などを行う。
勧告･協議･
命令など



十
勝
岳
噴
火
総
合
防
災
訓
練

十
勝
岳
噴
火
に
よ
る
融
雪
型
火
山
泥
流
災
害
を
想
定
し
て
実
施
し
ま
す

い
ざ
と
い
う
と
き
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
多
く
の
方
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す

内
容

�
避
難
訓
練　
　

時　

分
頃

１４

１０

�
雪
上
車
の
走
行
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
飛
行

　

訓
練
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

避
難
指
示
は
、　

時　

分
頃
に
防
災
行
政

１４

１０

無
線
放
送
で
発
令
し
ま
す
。

　

十
勝
岳
の
火
山
活
動（
想
定
）に
合
わ
せ
た

避
難
指
示
発
令
を
行
い
ま
す
。
防
災
行
政
無

線
放
送
の
サ
イ
レ
ン
・
放
送
に
よ
り
、
各
指

定
避
難
所
ま
で
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

※
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
が
、
火
災
と
間
違

　

え
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

避
難
対
象
地
区

　

日
新
、
草
分
、
日
の
出
、
北
町
、
泉
町
、

扇
町
、
栄
町
、
中
町
、
錦
町
、
富
町
の
一
部

で
す
。

　

上
富
良
野
町
地
域
防
災
計
画
で
は
、
自
主

防
災
組
織
を
重
要
な
役
割
を
担
う
組
織
と
し

て
位
置
づ
け
、
各
住
民
会
単
位
で
の
結
成
と

そ
の
活
動
の
奨
励
を
し
て
い
ま
す
。

　

大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
消
防
、

警
察
、
町
な
ど
防
災
関
係
機
関
だ
け
で
は
対

応
が
困
難
で
す
。
そ
の
よ
う
な
と
き
に
自
主

防
災
組
織
を
中
心
と
し
た
自
主
的
な
救
出
・

救
護
な
ど
の
行
動
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
連
携
や

訓
練
を
積
み
重
ね
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
、

今
回
も
次
の
項
目
に
つ
い
て
連
携
を
図
り
な

が
ら
実
施
し
ま
す
。

�
避
難
所
の
開
設

�
避
難
所
の
受
け
入
れ

�
避
難
者
確
認
、
整
理
誘
導

問
合
せ　

総
務
課
基
地
調
整
室

　
　
　
　
�
�
6
9
8
0

�
未
避
難
者
情
報
な
ど
の
収
集
な
ど

※
自
主
防
災
組
織
で
、
腕
章
や
ユ
ニ
ホ
ー
ム

な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
着
用
し
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

 　

町
で
は
、
自
主
防
災
組
織
の
活
動
へ
の
支

援
の
た
め
の
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
内

容
に
つ
い
て
は
、
各
住
民
会
長
を
通
じ
て
周

知
し
ま
す
。

�
防
災
行
政
無
線
個
別
受
信
機
の
電
源
や
電

池
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

�
避
難
場
所
や
避
難
ル
ー
ト
を
事
前
に
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

�
非
常
食
や
医
薬
品
、
懐
中
電
灯
、
ラ
ジ
オ

な
ど
、
防
災
グ
ッ
ズ
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

実
施
日

実
施
日　

２
月
２
月　

日日（
水
）

（
水
）

2323

※
避
難
対
象
地
区
や
指
定
避
難
所
な
ど
は
、

各
対
象
住
民
会
に
事
前
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
ご
不
明
な
点
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

『
も
し
も
の
と
き
』
の
た
め
に
…

自
主
防
災
組
織
と
の
連
携

日
ご
ろ
か
ら
確
認
を

避
難
訓
練

広報かみふらの ２０11.2  �



平
成　

年
火
災
救
急
統
計

２２
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上
富
良
野
町
の
過
去
５
年
間
の
火
災
件
数

は
、
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
の
火
災　

件
の
内
訳
は
、
建
物

２２

１２

火
災
７
件
、
車
両
火
災
１
件
、
林
野
火
災
１

件
、
そ
の
他
火
災
３
件
で
し
た
。

　

平
成　

年
中
の
救
急
出
動
件
数
は　

件

２２

４５９

で
、
前
年
よ
り　

件
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま

４３

す
。
こ
の
う
ち
、
心
肺
停
止
状
態
の
事
例
が

　

例
あ
り
、
残
念
な
が
ら
救
命
に
は
至
り
ま

１６せ
ん
で
し
た
。
発
見
者
が
早
期
に
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
行
い
、「
早
い
通
報
」「
早
い
応
急

処
置
」「
早
い
医
療
処
置
」
と
い
う
救
命
の
た

め
に
重
要
な
条
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

消
防
署
で
は
、
救
命
に
必
要
な
応
急
手
当

の
基
礎
を
指
導
す
る
「
救
急
講
習
」
を
随
時

開
催
し
、
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

に
よ
る
電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
行
え
る
よ
う
に
な

り
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
施
設
も
増
加
し
て
い
ま

す
。
町
内
各
小
中
学
校
な
ど
の　

施
設
に
設

１５

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
を

含
め
た
講
習
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

建物火災 ７件建物火災　７件

その他火災 ３件その他火災　３件

林野火災 １件林野火災　１件

車両火災 １件車両火災　１件

平成２２年に発生した１２件の火災概要

�

平
成　

年
上
富
良
野
町
の
救
急
概
要
・

２２

過
去
の
救
急
出
動
件
数

平
成

年
の
上
富
良
野
町
の
火
災
救
急
統
計
と
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

２２

設
置
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

上
富
良
野
町
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
率
は　

％（
平
成　

年　

月
現
在
）で
す
。

５７

２２

１１

年
々
設
置
率
は
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
北
海

道
の
設
置
率　

％（
平
成　

年
６
月
現
在
）に

６２．５

２２

比
べ
て　

％
低
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

5.5

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
が
発
生
す

　

建
物
火
災
の
う
ち
、
４
件
が
住
宅
火
災

で
、
い
ず
れ
も
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

多
く
の
方
が
受
講
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　

救
急
講
習
に
つ
い
て
は
、
上
富
良
野
消
防

署
救
急
救
助
係
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

�

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
状
況

�

平
成　

年
上
富
良
野
町
の
火
災
統
計

２２

　

ご
不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

　

上
富
良
野
消
防
署

　
�
�
２
１
１
９

�

問
合
せ

る
前
に
警
報
音
が
な
り
、
火
災
を
未
然
に
防

ぐ
効
果
や
火
災
が
発
生
し
た
と
き
、
火
災
に

早
く
気
付
き
避
難
で
き
る
効
果
が
あ
る
た

め
、
普
及
に
伴
い
住
宅
火
災
の
発
生
と
住
宅

火
災
に
お
け
る
死
者
数
は
減
少
す
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
期
限
は
今
年

の
５
月　

日
ま
で
で
す
が
、
火
災
か
ら
大
切

３１

な
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
は
早
め
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

過去の救急出動件数
459件416件412件457件488件439件

平成22年平成21年平成20年平成19年平成18年平成１７年

500

480

460

440

420

400

380

360

340

年
間
の
火
災
件
数

住
宅
火
災
の
件
数

上富良野町の火災統計

平成22年平成21年平成20年平成19年平成18年

12

10

8

6

4

2

0

４件 ４件

7件
８件

12件12件

２件
３件

２件
３件

４件
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報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報

問
合
せ
・
申
込
み

　

教
育
振
興
課
社
会
教
育
班

　
�
�
５
５
１
１

平
成　

年
度
新
入
生
募
集

23

い
し
ず
え
大
学
・
女
性
学
級

「
学
ぶ
こ
と
で
豊
か
な
人
生
を
」

　

平
成　

年
度
の
新
入
生
を
募
集
し
ま
す
。

23

共（
友
）に
学
び
ま
し
ょ
う
。

い
し
ず
え
大
学

対
象　

満　

歳
以
上
の
方　

60

学
習
内
容　

月
2
回　

講
話
、
軽
ス
ポ
ー

ツ
、
研
修
旅
行
、
ク
ラ
ブ
活
動（
書
道
、
民

舞
、
合
唱
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
民
謡
、

歌
謡
、
卓
球
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、
ミ
ニ
テ

ニ
ス
、
パ
ソ
コ
ン
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
）、自
治

会
活
動（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
親
睦
交
流
、

学
習
発
表
）

定
員　
　

名
30

年
会
費　

・　

〜　

歳
ま
で
の
方　

60

64

　
　

4
千　

円（
保
険
料
を
含
む
）

100

・　

歳
以
上
の
方

65

　
　

3
千　

円（
保
険
料
を
含
む
）

300

申
込
期
限　

3
月　

日（
金
）

25

女
性
学
級　

対
象　

町
内
在
住
の
女
性
の
方

学
習
内
容　

月
1
回　

講
話
、
軽
ス
ポ
ー

ツ
、
社
会
見
学
、
創
作
活
動
な
ど
、
運
営

活
動（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
親
睦
交
流
、
学
習

発
表
）

定
員　
　

名
50

年
会
費　

2
千
円（
保
険
料
を
含
む
）

申
込
期
間　

　

2
月　

日（
金
）〜
3
月　

日（
金
）

25

18

■
申
込
方
法

　

い
ず
れ
も
申
込
書
に
記
入
・
押
印
の
う
え
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
み
の
際
に
は
、「
町
税
等
の
滞
納
者
に

対
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
制
限
措
置
等
に

関
す
る
条
例
」に
基
づ
き
、納
税
確
認
同
意

書
が
必
要
で
す
の
で
、記
入
押
印
の
う
え
、

併
せ
て
提
出
願
い
ま
す
。

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
平
成　

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふ
ららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

年
か
み
ふ
ら
の　

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
ニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニ
ュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススス
決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決

大
ニ
ュ
ー
ス
決
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定

222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222

111111111111111111111111111111111111111110000000000000000000000000000000000000000010

順　

位

第
1
位

第
2
位

第
3
位

第
4
位

第
5
位

第
6
位

第
7
位

第
8
位

第
9
位

第　

位
10

項　
　
　
　
　
　
　
　
　

目

《
全
国
中
学
校
駅
伝
大
会
で
北
海
道
勢
過
去
最
高
位
の　

位
》　

20

　

上
富
良
野
中
男
子
駅
伝
チ
ー
ム
が
、　

月　

日
山
口
県
で
開
催
さ
れ
た
第　

回
全
国
中

12

19

18

学
校
駅
伝
大
会
で
、
北
海
道
勢
最
高
位
を
塗
り
替
え
て
第　

位
に
入
っ
た
。（　

月
）

20

12

《
東
日
本
学
校
吹
奏
楽
大
会
で
上
中
が
２
年
連
続
「
金
賞
」
受
賞
》

　

上
富
良
野
中
吹
奏
楽
部
が
、　

月
に
東
京
都
府
中
市
で
開
催
さ
れ
た
第　

回
東
日
本
学
校
吹
奏

10

10

楽
大
会
の
コ
ン
ク
ー
ル
部
門
中
学
校
の
部
で
、
見
事
に
２
年
連
続
の
金
賞
を
受
賞
し
た
。（　

月
）

10

《
全
国
中
学
校
陸
上
競
技
大
会
3
千
ｍ
で
６
位
入
賞
の
快
挙
》　

　

上
富
良
野
中
陸
上
部
の
新
関
涼
介
君（
３
年
）が
、8
月
に
鳥
取
県
で
開
催
さ
れ
た
全
国
中
学

の
陸
上
競
技
3
千
ｍ
で
６
位
に
入
賞
し
、道
北
中
学
記
録
を
２
年
ぶ
り
に
更
新
し
た
。（
８
月
）

《
養
豚
場
火
災
で
飼
育
さ
れ
て
い
た
豚
約
5
千
頭
焼
け
死
ぬ
》　

　

1
月　

日
午
後
６
時
４
分
頃
、
町
内
十
人
牧
場
の
養
豚
場
で
火
災
、
飼
育
さ
れ
て
い
た

27

豚
約
5
千
頭（
概
算
で
約
１
億
円
相
当
）が
焼
け
死
ん
だ
。（
１
月
）

《
北
海
道
選
抜
チ
ー
ム
主
将
に
、
上
富
良
野
中
の
鹿
嶋
亮
祐
君
》　

　
　

月
に
台
湾
に
遠
征
す
る
中
学
生
野
球
の
２
つ
の
北
海
道
選
抜
チ
ー
ム
の
主
将
の
１
人

12
に
、
上
富
良
野
中
の
鹿
嶋
亮
祐
君（
3
年
）が
選
ば
れ
た
。（　

月
）

１２

《
大
雨
に
よ
り
町
道
流
失
な
ど
相
次
ぐ
》

　

ゲ
リ
ラ
的
な
夏
の
大
雨
で
、
町
内
の
道
路
な
ど
に
相
次
い
で
被
害
が
出
た
。
７
・
８
月

の
両
月
で
町
の
被
害
額
は
6
千
2
百
万
円
を
超
え
た
。（
８
月
）

《
マ
ナ
ー
の
悪
さ
「
驚
い
た
。」
上
富
良
野
高
全
生
徒
が
通
学
路
清
掃
》

　

通
学
路
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
上
富
良
野
高
校（　

村
直
克
校
長
）の
生
徒
が
、
５
月　
２８

日
に
同
校
か
ら
Ｊ
Ｒ
上
富
良
野
駅
ま
で
の
道
路
沿
い
の
ご
み
を
拾
い
集
め
た
。（
５
月
）

《
上
富
良
野
駐
屯
地
の
小
林
さ
ん
銃
剣
道
全
道
大
会
Ｖ
２
達
成
》　

　

上
富
良
野
駐
屯
地
の
小
林
加
奈
さ
ん（　

歳
）が
、４
月
に
留
萌
市
で
開
催
さ
れ
た
第　

回
北

26

50

海
道
銃
剣
道
選
手
権
大
会（
道
銃
剣
道
連
盟
主
催
）の
女
子
自
衛
官
の
部
で
優
勝
し
た
。（
４
月
）

《
上
富
良
野
高
野
球
部
を
応
援
す
る
会
を
設
立
し
大
量
入
部
》　

　

野
球
少
年
が
地
元
の
高
校
で
甲
子
園
を
め
ざ
せ
る
環
境
づ
く
り
を
目
標
に
、町
民
有
志
が

１
月
に
上
富
良
野
高
野
球
部
を
応
援
す
る
会
を
設
立
し
、新
入
生　

名
が
入
部
し
た
。（
３
月
）

１２

《
上
富
良
野
高
定
員
超
え
る　

名
の
出
願
》　

42

　
　

年
度
の
富
良
野
管
内
４
高
校
の
出
願
状
況
で
募
集
定
員
を
上
回
っ
た
の
は
、
富
良
野

2010
緑
峰
高
校
と
上
富
良
野
高
校
。
上
富
良
野
高
校
で
は
、　

名
の
出
願
者
が
あ
っ
た
。（
１
月
）

42

得
票
数

223
票

216
票

197
票

111
票

108
票

103
票

89
票

76
票

63
票

53
票

マ
イ
プ
ラ
ン
・
マ
イ
ス
タ
デ
ィ
講
座

種
か
ら
育
て
る
花
作
り

　

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
の
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

「
種
か
ら
育
て
る
花
作
り
」

　

〜
ま
い
て
み
よ
う
、
育
て
て
み
よ
う
！
〜

日
時　

3
月　

日（
金
）　　

時
〜　

時

18

13

15

場
所　

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
大
集
会
室

講
師　

株
式
会
社　

サ
カ
タ
の
た
ね
北
海
道

　

研
究
農
場　
 
濁
沼 　

一
広　

氏

に
ご
り
ぬ
ま

参
加
料　
　

円（
材
料
代
）

500

募
集
人
数　
　

名
40

申
込
期
限　

3
月　

日（
木
）

10

企
画
運
営　

上
富
良
野
フ
ラ
ワ
ー
マ
ス
タ
ー

　

の
会

申
込
み
・
問
合
せ

　

代
表　

松
下
友
子　
�
�
2
3
5
0

�
応
募
総
数　
　

名　

1
千　

票�

349

695

　

郷
土
館
で
は
、
毎
年
1
月
〜　

月
に
起
き
た
上
富
良
野
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
を
選
定
し
、
皆
さ
ん
の

12

投
票
に
よ
り
選
ん
で
い
ま
す
。
投
票
の
結
果
、
平
成　

年
の　

大
ニ
ュ
ー
ス
は
、
次
の
と
お
り
決
定

22

10

し
ま
し
た
。
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教育振興課では「早ね早おき朝ごはん運動」を推進しています

　

平
成　

年
度
放
課
後
ス
ク
ー
ル
・
放
課
後

23

ク
ラ
ブ
の
登
録
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

　

学
校
施
設
な
ど
を
利
用
し
て
安
心
・
安
全

な
子
ど
も
の
活
動
拠
点
と
し
て
の
放
課
後
ス

ク
ー
ル
と
、
放
課
後
及
び
長
期
休
業
期
間
中

（
春
休
み
、
夏
休
み
、
冬
休
み
）に
保
護
者
が

就
労
な
ど
で
留
守
家
庭
と
な
る
児
童
の
預
か

り
事
業
と
し
て
の
放
課
後
ク
ラ
ブ
を
行
っ
て

い
ま
す
。

放
課
後
ス
ク
ー
ル

対
象
児
童　

小
学
1
〜
6
年
生

実
施
日
・
時
間　

月
〜
金
曜
日　

放
課
後
〜

　
　

時（
学
校
休
業
日
、
祝
日
を
除
く
）

16
場
所　

上
富
良
野
小
学
校
、
上
富
良
野
西
小

　

学
校

登
録
費　

年
間
1
千　

円
200

放
課
後
ク
ラ
ブ

対
象
児
童　

小
学
1
〜
3
年
生

実
施
日
・
時
間　

月
〜
土
曜
日　

放
課
後
〜

　
　

時
、
長
期
休
業
期
間（
祝
日
、
8
月　

〜

18

14

　
　

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

16
場
所　

上
富
良
野
小
学
校
、
上
富
良
野
西
小

　

学
校
、
上
富
良
野
町
公
民
館（
土
曜
日
、
長

　

期
休
業
期
間
）

登
録
費　

年
間
1
万
2
千
円

※
帰
宅
は
保
護
者
に
迎
え
に
来
て
い
た
だ
き

　

ま
す
。

■
申
込
方
法

　

申
込
書
に
記
入
の
う
え
、
教
育
振
興
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。　

「 
走
っ
た
ら
転
ぶ
よ
」

    　
　
 
江
幌
小
学
校
長　

瀬 
尾 
祐 
二 

「
走
っ
た
ら
転
ぶ
よ
」
と
お
兄
ち
ゃ
ん
が

弟
に
声
を
か
け
る
。
小
学
２
年
生
く
ら
い

の
兄
と
そ
の
弟
。
お
風
呂
場
で
走
り
出
し

た
弟
を
後
ろ
か
ら
兄
が
注
意
を
す
る
場
面

に
出
会
っ
た
。

　

男
の
子
の
口
か
ら
出
た
「
走
っ
た
ら
転

ぶ
よ
」
は
、
素
直
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
響
き

が
あ
る
。
事
前
に
、
自
ら
判
断
す
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
指
摘
は
あ
る
も
の
の
、

行
動
は
自
分
で
決
め
て
も
よ
い
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
か
ら
だ
。

「
走
る
ん
で
な
い
」「
止
ま
れ
！
」
の
言
葉

に
触
れ
る
こ
と
が
多
い
日
常
。
禁
止
す
る

言
葉
は
受
け
入
れ
難
い
。
考
え
る
余
地
が

な
く
、
言
い
訳
も
受
け
付
け
て
く
れ
な
い

の
で
、
素
直
に
「
は
い
」
と
は
言
え
な
い

自
分
が
現
れ
る
。
自
分
の
不
注
意
を
棚
に

上
げ
、
教
え
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
す
る

ど
こ
ろ
か
逆
に
、
親
切
な
相
手
を
攻
撃
し

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
伝
え
た
い
内
容

は
同
じ
で
も
、
言
葉
に
よ
っ
て
意
外
な
展

開
が
待
ち
受
け
て
い
る
こ
と
も
…
。

　

お
兄
ち
ゃ
ん
に
は
以
前
に
、
弟
へ
投
げ

か
け
た
言
葉
「
〜
す
る
と
〜
だ
よ
」
を
学

ぶ
機
会
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
子

ど
も
を
取
り
巻
く
言
語
環
境
の
整
備
は
、

新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
も
強
調
さ
れ
て

い
る
重
要
事
項
で
あ
る
。
よ
り
よ
い
言
語

環
境
は
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
。

　

お
風
呂
場
の
そ
の
弟
は
、
す
っ
と
立
ち

止
ま
り
、
そ
の
後
、
ゆ
っ
く
り
と
歩
き
出

し
た
。
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放
課
後
ス
ク
ー
ル
・
ク
ラ
ブ

指
導
員
募
集

　

放
課
後
ス
ク
ー
ル
・
放
課
後
ク
ラ
ブ
の
指

導
員
を
募
集
し
ま
す
。　

内
容　

放
課
後
ス
ク
ー
ル
・
ク
ラ
ブ
事
業
に 

　

お
け
る
学
習
活
動
の
指
導
と
安
全
管
理

勤
務
時
間　

月
〜
金
曜
日　

放
課
後
〜　

時
18

　

土
曜
日　

9
時
〜　

時（
2
交
替
）

18

※
勤
務
シ
フ
ト
に
よ
り
、
週
1
〜
6
回
以
内

報
酬　

謝
金　

募
集
人
数　

若
干
名　

応
募
資
格　

教
員
、
幼
稚
園
教
諭
、
保
育
士

　

の
資
格
を
有
す
る
健
康
な
方　

申
込
方
法　
「
放
課
後
プ
ラ
ン
事
業
指
導
員

　

申
込
書
」
に
記
入
の
う
え
、
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。　

提
出
期
限　

2
月　

日（
月
）

28

平
成　

年
度
放
課
後
ス
ク
ー

23

ル
・
ク
ラ
ブ
登
録
児
童
募
集

申
込
期
間　

3
月　

日（
月
）〜　

日（
金
）

14

25

■
保
護
者
説
明
会

　

放
課
後
ス
ク
ー
ル
、
放
課
後
ク
ラ
ブ
の
事

業
内
容
、
登
録
手
続
き
に
つ
い
て
保
護
者
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。
放
課
後
ス
ク
ー
ル
、

放
課
後
ク
ラ
ブ（
対
象
は
、
新
1
年
生
〜
6

年
生
）を
利
用
予
定
の
保
護
者
の
方
は
、
必

ず
説
明
会
に
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
・
会
場

▼
2
月　

日（
月
）　　

時
〜　

時

28

19

20

　

上
富
良
野
小
学
校
体
育
館
2
階

▼
3
月
1
日（
火
）　　

時
〜　

時

19

20

　

上
富
良
野
西
小
学
校

公
民
館
講
座

初
級
英
会
話
教
室

　

カ
ナ
ダ
か
ら
赴
任
し
て
い
る
英
語
指
導
助

手
グ
レ
ン
・
オ
グ
デ
ン
に
よ
る
、
初
級
英
会

話
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　

一
般（
高
校
生
以
上
）の
英
語
初
心
者

日
時　

2
月　

日
、
3
月
3
・　

・　

・　

24

10

17

24

日（
毎
週
木
曜
日
）　　

時
〜　

時　

分　

19

20

30

場
所　

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
ほ
か

講
師　

英
語
指
導
助
手
グ
レ
ン
・
オ
グ
デ
ン

参
加
料　

無
料

※
内
容
に
よ
っ
て
材
料
費
が
か
か
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

定
員　
　

名
20

申
込
期
限　

2
月　

日（
月
）

21

　

毎
月
第
3
日
曜
日
は
、「
道
民
家
庭
の
日
」

で
す
。

　

皆
さ
ん
の
家
庭
で
は
、
家
族
そ
ろ
っ
て
食

事
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
か
？
お
子
さ
ん
が

中
・
高
校
生
に
な
っ
て
も
家
族
そ
ろ
っ
て
レ

ジ
ャ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す

か
？
家
族
が
団
ら
ん
で
き
る
機
会
を
持
ち

「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
の
輪
を
広
げ
ま

し
ょ
う
。

問
合
せ　

　

上
富
良
野
の
青
少
年
健
全
育
成
を
す
す
め

る
会（
事
務
局
・
上
富
良
野
町
教
育
委
員
会
）

　
�
�
5
5
1
1

道
民
家
庭
の
日
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町
民
の
皆
さ
ん
の
幸
せ
と
十
勝
岳
の

安
全
な
ど
を
祈
願
し
、
第　

回
北
の
大

24

文
字
が
日
の
出
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

募
集
で
集
ま
っ
た
大
文
字
に
点
火
す

る
点
火
人　

名
が
、
安
政
太
鼓
の
演
奏

31

で
日
の
出
山
に
設
置
さ
れ
た
「
大
」
の

文
字
へ
出
発
し
、
新
年
を
迎
え
る
カ
ウ

ン
ト
ダ
ウ
ン
で
点
火
し
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
、
ふ
る
ま
わ
れ
た
コ
コ
ア

や
ホ
ッ
ト
ミ
ル
ク
で
体
を
温
め
な
が
ら

N
ｅ  
Ｎ
ｅ

      

さ
ん
な
ど
に
よ
る
ボ
ー
カ
ル

ネ　
　

ネ

と
ダ
ン
ス
や
、
安
政
太
鼓
の
演
奏
な
ど

を
楽
し
み
ま
し
た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、

新
年
を
迎
え
た
夜
空
に
約　

発
の
花
火

500

が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

12／31

新
年
を
祝
い

第　

回
北
の
大
文
字

24

　

ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ッ
ズ
が
町
内
の
小
学

5
・
6
年
生　

名
が
参
加
し
、
2
日
間

29

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
商
工
会
青
年
部
が

主
催
し
、
も
の
づ
く
り
体
験
な
ど
を
通

し
起
業
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
1

日
目
は
、
会
社
の
名
前
や
役
職
を
決
め

て
販
売
計
画
を
立
て
仕
入
れ
か
ら
製
造

ま
で
を
行
い
、
2
日
目
は
、
ス
ー
パ
ー

で
の
販
売
と
決
算
を
行
い
ま
し
た
。

　

ス
ー
パ
ー
で
の
販
売
で
は
、
積
極
的

に
自
分
た
ち
が
作
っ
た
商
品
の
チ
ラ
シ

を
配
り
、
お
店
の
Ｐ
Ｒ
と
お
客
様
と
の

対
応
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
得
た

利
益
は
、
町
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

12／11・12

将
来
は
起
業
家

ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ッ
ズ

　

江
幌
小
学
校
開
校　

周
年
を
記
念
し

１００

て
、
江
幌
小
学
校
体
育
館
で
狂
言
体
験

教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

能
楽
師
の
榎
本
元
氏
と
大
蔵
教
義
氏

を
講
師
に
迎
え
て
、
江
幌
小
学
校
の
児

童　

名
と
江
幌
小
学
校
教
諭
な
ど
大
人

１７
７
名
が
参
加
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が

行
わ
れ
、
地
域
の
方
お
よ
そ　

名
が
観

２０

覧
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
参
加
者
全

員
で
短
い
狂
言
の
演
目
を
鑑
賞
し
た

後
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
体

を
使
っ
て
狂
言
の
動
き
を
学
び
ま
し

た
。
最
後
に
全
員
で
短
い
演
目
を
演

じ
、
参
加
者
は
楽
し
く
伝
統
芸
能
を
学

ん
で
い
ま
し
た
。

12／16

開
校　

周
年
を
記
念
し

１００

狂
言
体
験
教
室
開
催

1／7

火
災
の
無
い
町
を
願
い

平
成　

年
消
防
出
初
式

２3

　

平
成　

年
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま

２３

し
た
。
上
富
良
野
神
社
で
無
火
災
祈
願

を
行
っ
た
後
、
役
場
前
駐
車
場
で
式
典

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
新
し
い
年
を
迎
え
て
町
に

火
災
が
無
い
こ
と
を
願
い
、
消
防
職
員

や
消
防
団
員
が
参
加
し
、
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

観
閲
や
年
頭
訓
示
の
後
、
消
防
職
員

に
よ
る
五
色
放
水
、
消
防
職
員
や
消
防

団
員
に
よ
る
分
列
行
進
、
無
火
災
祈
願

餅
ま
き
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
観
客
は
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

火
災
の
無
い
町
づ
く
り
に
は
、
日
頃

か
ら
火
災
予
防
を
心
が
け
る
意
識
が
大

切
で
す
。
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平
成　

年
上
富
良
野
町
成
人
式
が
、

23

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か
み
ん
で
新

成
人　

名（
男
性　

名
・
女
性　

名
）が

86

45

41

出
席
し
、
多
数
の
来
賓
や
保
護
者
の
見

守
る
な
か
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
激
励
の
こ
と
ば
や
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
、
新
成
人
は
誓
い
の
言

葉
を
朗
読
し
、
成
人
を
代
表
し
て
、
青

山
卓
也
さ
ん
が
「
強
い
意
志
と
正
し
い

心
で
、
明
日
の
日
本
を
担
う
社
会
人
に

な
り
ま
す
」
と
力
強
く
答
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
新
た
な
門

出
を
祝
し
、
上
富
良
野
町
の
郷
土
芸
能

で
あ
る
上
富
良
野
安
政
太
鼓
保
存
会
に

よ
る
太
鼓
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

1／9

新
た
な
門
出
を
祝
福

成
人
式

「
新
成
人
を
迎
え
、
自
覚
と
責
任
を
し
っ
か

り
と
持
ち
、
立
派
な
社
会
人
と
し
て
生
き
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
」

「
自
衛
官
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
自
衛
官
と

し
て
社
会
人
と
し
て
、
社
会
に
貢
献
で
き
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
」

「
仕
事
が
で
き
る
、
立
派
な
社
会
人
に
な
り

た
い
で
す
。
」

「
家
族
や
両
親
の
支
え
、
友
人
な
ど
と
の

様
々
な
出
会
い
や
経
験
が
あ
り
、
今
の
自
分

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
糧
に
成
人
を

迎
え
た
今
、
大
人
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
」答

辞
青 
山 
卓 
也 
さ
ん

　

（
南
町
4
丁
目
）

誓
い
の
こ
と
ば
代
表

紺 
野 
由 
佳 
さ
ん

　

（
宮
町
４
丁
目
）

誓
い
の
こ
と
ば
代
表

村 
上 
豊 
寛 
さ
ん

　
　

（
松
井
牧
場
）

記
念
品
受
納

和 
田 
未
衣
菜 
さ
ん

　

（
光
町
１
丁
目
）

　

成
人
式
で
代
表
を
務
め
た
4
名
の
方
に
、

成
人
を
迎
え
て
の
抱
負
や
決
意
を
話
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

公
民
館
で
、
北
海
道
マ
イ
ス
タ
ー
の

松
下
友
子
さ
ん
を
講
師
に
、
自
然
観
察

ガ
イ
ド
養
成
と
植
物
学
習
が
行
わ
れ
、

一
般
の
方　

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

３０

　

自
然
を
観
察
し
、
上
富
良
野
町
に
生

息
す
る
花
や
草
に
つ
い
て
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

講
師
の
松
下
さ
ん
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
を
使
い
な
が
ら　

種
以
上
の
花
や

１２０

草
を
、
季
節
ご
と
に
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧

に
説
明
し
、
参
加
者
は
真
剣
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

※
こ
れ
は
全
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走

施
行
者
協
議
会
の
助
成
を
受
け
て
実

施
し
ま
し
た
。

1／19

町
の
植
物
を
学
ぼ
う

自
然
観
察
ガ
イ
ド
養
成

1／26

ダ
ン
ボ
ー
ル
で
生
ご
み

た
い
肥
づ
く
り
研
修
会

　
 
循
環 
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
北
海
道
運
営
委

く
る
く
る

員
の
木
村
雅
治
さ
ん
を
講
師
に
、
公
民

館
で
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
生
ご
み
た
い
肥

づ
く
り
研
修
会
が
行
わ
れ
、
一
般
の
方

　

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
ダ
ン
ボ
ー
ル

２３箱
を
使
っ
て
生
ご
み
を
た
い
肥
と
し
て

再
利
用
す
る
方
法
に
つ
い
て
研
修
し
ま

し
た
。

　

こ
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
を
使
っ
た
生
ご

み
の
た
い
肥
作
り
は
、
特
別
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
技
術
が
必
要
な
い
の
で
、
誰
で

も
簡
単
に
作
る
こ
と
が
で
き
、
ご
み
の

減
量
に
役
立
ち
ま
す
。

※
こ
の
研
修
会
は
全
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー

ト
競
走
施
行
者
協
議
会
の
助
成
を
受

け
て
実
施
し
ま
し
た
。
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お
知
ら
せ

就
学
援
助
制
度

教
育
振
興
課 
学
校
教
育
班

�
�
6
6
9
9

　

教
育
委
員
会
で
は
、
学
用
品
費
や

給
食
費
、
修
学
旅
行
費
、
ス
キ
ー
用

具
な
ど
の
援
助
を
し
て
い
ま
す
。

対
象　

小
・
中
学
生
の
い
る
ご
家
庭

で
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
、

そ
れ
に
準
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
方

申
込
み　

通
学
し
て
い
る
小
・
中
学

校
問
合
せ

　

教
育
振
興
課
学
校
教
育
班

　
�
�
６
６
９
９

入
居
者
募
集

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
民
生
活
課 
生
活
環
境
班

�
�
6
9
8
5

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま

す
。

募
集
す
る
住
宅

�
東
町
団
地

�
住
所　

東
町
5
丁
目
2
番
3
‐　
120

　
　

号

�
建
物
・
部
屋　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
２
階
建（
平
成　

年
度
築
）　

１２

２
Ｄ
Ｋ（
１
階
）　

１
戸

※
精
神
的
瑕
疵
あ
り
。

�
家
賃　

１
万
８
千　

円
〜

５００

　

※
所
得
に
応
じ
決
定
し
ま
す
。

�
カ
ー
ポ
ー
ト
使
用
料　

２
千
円

�
設
備　

照
明
・
暖
房
器
具
な
ど
は

入
居
者
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

�
申
込
対
象　

一
定
の
所
得
以
下
で

住
宅
に
困
窮
し
、
２
名
以
上
で

入
居
さ
れ
る
世
帯
。

�
富
町
団
地

�
住
所　

富
町
２
丁
目
2
番
9
‐　
101

　
　

〜　

号
204

�
建
物　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
２
階

建（
平
成　

年
度
築
）

２２

�
部
屋
・
家
賃

１
Ｌ
Ｄ
Ｋ（
１
階
）４
戸

　

１
万
４
千　

円
〜

１００

２
Ｄ
Ｋ（
１
階
）２
戸

　

１
万
９
千　

円
〜

４００

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ（
２
階
）２
戸

　

２
万
１
千　

円
〜

４００

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ（
２
階
）２
戸

　

２
万
６
千　

円
〜

４００

※
家
賃
は
所
得
に
応
じ
決
定
し
ま

す
。

�
駐
車
場
使
用
料　
　

円
５００

�
設
備　

Ｉ
Ｈ
ヒ
ー
タ
ー
・
照
明
・

暖
房
器
具
な
ど
は
入
居
者
の
負

担
に
な
り
ま
す
。

�
申
込
対
象　

一
定
の
所
得
以
下
で

住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
世
帯
。

�
申
込
世
帯
人
数

　

１
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

１
人
以
上　

　

２
Ｄ
Ｋ　
　

２
人
以
上

　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

３
人
以
上

　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

４
人
以
上

募
集
期
間　

２
月　

日（
月
）〜
３
月

２１

　

日（
金
）

１８
申
込
み
・
問
合
せ

　

町
民
生
活
課
生
活
環
境
班

　
�
�
６
９
８
５

国
民
年
金

【
免
除
・
猶
予
等
申
請
】

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金

の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
、
申
請
に
よ
り
承
認
さ
れ
る

と
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
又
は
猶

予
さ
れ
る
「
保
険
料
免
除（
納
付
猶

予
）制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
放
置
す
る

と
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

取
れ
な
く
な
っ
た
り
、
い
ざ
と
い
う

と
き
の
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
免
除

な
ど
希
望
さ
れ
る
方
は
早
め
に
手
続

き
く
だ
さ
い
。

�
免
除
な
ど
の
対
象
と
な
る
方

　

本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前
年

の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
方

�
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

年
金
手
帳
、
印
鑑

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

町
民
生
活
課 
総
合
窓
口
班

　
　
�
�
6
9
8
5

　

所
得
証
明
書（
転
入
さ
れ
た
方
）

※
失
業
な
ど
を
理
由
と
し
た
免
除
申

請
に
は
「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
」「
離
職
票
」
が
必
要
で
す
。

【
追
納
の
申
請
】

　

保
険
料
の
免
除
な
ど
の
承
認
を
受

け
た
期
間
は
、　

年
以
内
で
あ
れ
ば

１０

さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
め
る
こ

免除を受けた場合と未納の違い

未納学生納付
特例

若年者
納付猶予

（３０歳未満に限る）

※※※
全額免除 １/４免除半額免除３/４免除

算入され
ません算入されます受給資格期間国

民
年
金 反映されません７/８３/４５/８１/２年金額への反映割合

算入され
ません保険料を納めたときと同じ扱いです障害・遺族基礎年金の

受給資格期間

2年以内10年以内追納期間

�年金額への反映割合は、平成２１年４月以降の割合です。
�一部免除（※印）を受けた場合は、残りの納めるべき保険料を納付しないと未納期間となります。

と（
追
納
）が
で
き
ま
す
。

�
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

年
金
手
帳
、
印
鑑

平
成　

年
自
衛
官
募
集

２３

総
務
課 
基
地
調
整
室
�
�
6
9
8
0

予
備
自
衛
官
補（
一
般
）

�
対
象　
　

歳
以
上　

歳
未
満

１８

３４

�
受
付
締
切　

４
月
６
日（
水
）

�
試
験
日　

４
月　

日
〜　

日
の
い

１５

１８

　
　

ず
れ
か
１
日

予
備
自
衛
官
補（
技
能
）

�
対
象　
　

歳
以
上
で
指
定
の
国
家

１８

　
　

免
許
資
格
な
ど
を
有
す
る
方

�
受
付
締
切　

４
月
６
日（
水
）

�
試
験
日　

４
月　

日
〜　

日
の
い

１５

１８

　
　

ず
れ
か
１
日

医
科
・
歯
科
幹
部
自
衛
官

�
対
象　

医
科
・
歯
科
免
許
を
取
得

　
　

の
方

�
受
付
締
切　

５
月
６
日（
金
）

�
試
験
日　

５
月　

日（
金
）

２０

申
込
み
・
問
合
せ

　

上
富
良
野
地
域
事
務
所

　
�
�
３
４
１
２

自
衛
官
募
集

問
合
せ

　

旭
川
年
金
事
務
所

　
�
０
１
６
６�
１
６
１
１

　

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

　
�
�
６
９
８
５
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 清水  つた子     さん

し み ず  つ た こ

　先月号の千秋ツヤ子さんからめぐって、清水さ
んにお逢いしました。
『千秋さんとは、ミニバレーのサークルで知り合
いました。滋賀県から上富良野町に越してきて3
回目の冬を迎えています。以前から北海道を回っ
ていて、交流のあったメロン農家やホワイトアス
パラ農家の方に紹介していただき、定年退職後こ
ちらに住んでいます。皆から寒いのになんでここ
なのとよく聞かれますが、気候が良く住みやすい
です。冬は外は寒いですが、家の中は暖かいです
し、夏の暑さも以前住んでいた所とは違い過ごし
やすいです。こちらに来てから主人と体育館でテ
ニスや卓球をしたり、1時間ほど散歩に出掛けたり
しています。いしずえ大学に入り2年になり、1年
目は書道部、2年目はパソコンクラブに入っていま
す。人とのつながりもでき色々な社会勉強をさせ
てもらっています。』

昭和23年生まれ
基線北27号

わが家の
ア�イ�ド�ル

おおむね２歳から就学前の
お子さんを募集しています

町民生活課自治推進班
��６９８５

�徹さん・理香さんの子�

上条      結 菜
かみじょう

       ちゃん

ゆ い な

（3歳４か月）
秋 田谷       柚 平
あ き た や

       く
ん

ゆ う へ い

（３歳６か月）

�則和さん・千絵さんの子�

み ん なの 伝 言 板

� 富良野広域情報 �
富良野市「空知川ラベンダー
の森ゴルフコース格安プレ
ー券販売」
販売価格（５回分）
一般　平日１万２千円など
シニア　平日８千円など
販売期間　２月１日～５月８日
※前売券は市役所企画振興
　課でも取り扱っています。
問合せ　空知川ゴルフ公社
　��４１１０

南富良野町「かなやま湖冬の
風物詩氷上ワカサギ釣り」
　寒さが厳しくなるこれか
らが本番です。釣りをされる
方は安全に注意して行って
ください。
問合せ　産業課商工観光係
　��２１７８

中富良野町「なかふらの地酒
まつり」
日時　２月２５日（金）１８時
場所　農村環境改善センター
チケット　１，５００円
問合せ　ＪＡふらの中富良
　野支所営農課　��２２１３

占冠村「露天風呂を満喫！」
　アルファリゾート・トマム
ＶＩＺスパハウスの露天風
呂「木林の湯」が好評です。
問合せ　占冠村役場企画商
　工課　��２１２４

フラダンスを始めませんか

　レイアロハフラスタジオ上富良野教室マーラ・プアで
は、一緒に踊りたい方を大募集中です。年齢を問わず、
どなたでも踊れます。ぜひ私たちと一緒に汗を流しま
しょう。
日時　毎週火曜　１９時～２１時
場所　公民館
※第１・第３火曜日の月２回、旭川からインストラクタ
ーの福田純子さんが指導に来ます。
連絡先　代表　高橋佳子　��３８８９

レイアロハフラスタジオ　上富良野教室マーラ・プア

わが家の
ア�イ�ド�ル

み ん なの 伝 言 板

おおむね２歳から就学前の
お子さんを募集しています

町民生活課自治推進班
��６９８５

�徹さん・理香さんの子�

上条      結 菜
かみじょう

       ちゃん

ゆ い な

（3歳４か月）
秋 田谷       柚 平
あ き た や

       く
ん

ゆ う へ い

（３歳６か月）

�則和さん・千絵さんの子�

� 富良野広域情報 �
富良野市「空知川ラベンダー
の森ゴルフコース格安プレ
ー券販売」
販売価格（５回分）
一般　平日１万２千円など
シニア　平日８千円など
販売期間　２月１日～５月８日
※前売券は市役所企画振興
　課でも取り扱っています。
問合せ　空知川ゴルフ公社
　��４１１０

南富良野町「かなやま湖冬の
風物詩氷上ワカサギ釣り」
　寒さが厳しくなるこれか
らが本番です。釣りをされる
方は安全に注意して行って
ください。
問合せ　産業課商工観光係
　��２１７８

中富良野町「なかふらの地酒
まつり」
日時　２月２５日（金）１８時
場所　農村環境改善センター
チケット　１，５００円
問合せ　ＪＡふらの中富良
　野支所営農課　��２２１３

占冠村「露天風呂を満喫！」
　アルファリゾート・トマム
ＶＩＺスパハウスの露天風
呂「木林の湯」が好評です。
問合せ　占冠村役場企画商
　工課　��２１２４

フラダンスを始めませんか

　レイアロハフラスタジオ上富良野教室マーラ・プアで
は、一緒に踊りたい方を大募集中です。年齢を問わず、
どなたでも踊れます。ぜひ私たちと一緒に汗を流しま
しょう。
日時　毎週火曜日　１９時～２１時
場所　公民館
※第１・第３火曜日の月２回、旭川からインストラクタ
ーの福田純子さんが指導に来ます。
連絡先　代表　高橋佳子　��３８８９

レイアロハフラスタジオ　上富良野教室マーラ・プア
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すぐできるエコ活動

糖質の種類と働き　
　糖質は、砂糖などの単純糖質と、ご飯やパ
ンなどの複合糖質に分けられ、１�当り４�
のエネルギーを生産します。
　身体に取り入れられた糖質は、ブドウ糖や果糖などの
単糖類に分解されて吸収されますが、脳のエネルギー源
はブドウ糖のみで血液から供給されます。肝臓や筋肉に
はグリコーゲンとして蓄えられエネルギーとして使われ
ます。
料理に砂糖はどれくらい使えるの？
　砂糖の基準量は特に決まったものはありませんが、調
味料として１日１０�～２０�（大サジ１～２杯）程度が良い
と思います。
　また、みりん大さじ１杯に約６�、はちみつ大サジ１
杯には約１２�の糖質がそれぞれ含まれます。
ご飯とお菓子の糖質の違いは？
　ご飯の糖質は複合糖質で消化吸収が
ゆっくりで血糖値が徐々に上がり、摂
取量にもよりますが体脂肪として蓄え
るよりもエネルギーとして使われます。
　お菓子の糖質は、単純糖質で糖質が不足したときには
即効性はありますが、消化吸収が早く体脂肪となりやす
い性質があります。
　糖質は脂質と共に摂取基準が個々の活動量
や体格によって個人差がありますので、過剰
にならないようにすることが大切です。

ー栄養士からのメッセージー栄養士からのメッセージーー

『糖質のはなし』『糖質のはなし』

問合せ　保健福祉課健康推進班　��6987

� わかば愛育園 �

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっここここここここここここここここここここここここここここここギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャララララララララララララララララララララララララララララララリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

『おにのめん』 『おにのめん』
松    村        文    汰
ま つ む ら

      くん
あ や た

（平成16年生まれ）
太    田        朋    香
お お た

      ちゃん
と も か

（平成16年生まれ）

　日常生活ですぐできるエコ活動を紹介していきます。
　今回は、「外食でできるエコのひと工夫」を紹介します。
ちょっとした「ひと工夫」で削減できる二酸化炭素の削減
量と節約効果です。
＜店選びで＞
�環境にやさしいお店かな？
�近くのお店なら、みんなで歩いて行こう
　◆車に乗らない距離１�あたり…２３２�削減、１３円削減
＜食べ切れなかったら＞
�食べる量を考えて注文しよう。残すなんてもったいな
　い。
�少し残ってしまった。お持ち帰りできるか聞いてみよ
　う。

＜環境にやさしいお店＞…「エコ・
アクション・ポイント」　のご紹介
「エコ・アクション・ポイント」
は、制度に参加しているお店で温
暖化対策型の商品やサービスを購
入する際などに付与されるポイン
トです。貯まったポイントでさま
ざまな商品との交換や温暖化対策事業への寄附ができま
す。
　詳しくは北海道環境財団ホームページ又はエコ・アク
ション・ポイントｗｅｂをご覧ください。
　北海道環境財団ホームページ　http://heco-spc.or.jp/
　エコ・アクション・ポイントｗｅｂ　http://eco-ap.jp/

資料提供：「環境行動ハンドブック」（北海道発行）
問合せ　町民生活課生活環境班　�６９８５

食育の食育の 推推進進



■発行／上富良野町
■編集／町民生活課自治推進班
■印刷／�上富印刷

■ご意見・ご感想をお寄せください
　�０７１‐０５９６
　北海道空知郡上富良野町
　　　　　　大町２丁目２番１１号
　�０１６７�６９８５　�０１６７�５３６２
http://www.town.kamifurano.hokkaido.
jp
jichi@town.kamifurano.lg.jp

 　　　　2月2日 雪まつり雪像作り
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● 人のうごき ●
(　)は前月比

１月３１日現在１２月３１日現在

(＋ 2 )１１,765人(－20)１１,763人人口

(＋ 3 )5,904人(－ 8 )5,9０1人男

(－ 1 )５,861人(－12)５,862人女

(－ 2 )5,２２２世帯(－11)5,２２４世帯世帯

町へ
◎佐藤千鶴子さん　　 　　　　30,000円

◎渋佐裕子さん　　　 　　　　30,000円

◎鈴木　二さん        　　　　　30,000円

◎三熊邦彦さん　　　　　　 　50,000円

◎笹木美枝子さん　　  　       100,000円

◎落合則子さん（札幌市）　 　　10,000円

◎光永邦保さん（熊本県熊本市）

　　　　　　　　　　　　  車椅子１台

◎ベンチャーキッズかみふっ子

　　　　　　　　　　　 　　　29,310円

◎昭和２５年寅年会　　　 　　図書206冊

ラベンダーハイツへ
◎小島隆士さん（神奈川県横浜市）

　　　　　　　　　　　　　精白米60�

◎中央婦人会　   タオル134枚、雑巾65枚

◎東中中学校　　　　　　　もち米10�

社会福祉協議会へ
◎谷口友子さん　　　　 　　　30,000円

◎本田庄二郎さん　 　　　　　50,000円

◎桑田ノブさん　　　 　　　100,000円

◎高橋美代子さん　　 　　　　19,109円

◎笹木美枝子さん　　 　　　　50,000円

◎佐藤久美子さん　　　　　 　30,000円

◎嶋田順子さん（旭川市）　　1,000,000円

◎上富良野町商工会青年部　 　21,651円

◎多田弾薬支処隊員一同　　 　20,160円

◎東中中学校　　　　　　　 　17,333円

◎上富良野の青少年健全育成をすすめる会

　　　　　　　　　　　　　車椅子１台

たくさんの善意
ありがとうございました

「緊急地震速報」は、大きな地震が発生したときに、震源に近い観測点で
検知したデータを直ちに解析して、震源から離れた場所の大きな揺れを事
前にお知らせする情報です。
　この情報を聞いて、大きな揺れが始まる前に、身を守るための危険回避
行動を取ることができれば、地震被害の軽減が期待できます。
　しかし、緊急地震速報から大
きな揺れが始まるまでの時間は
場所によって違いがあり、長く
ても数十秒程度と短く、また震
源に近いところでは情報発表が
大きな揺れの始まりに間に合わ
ないことがあるなど、技術的な
限界があります。
　緊急地震速報を見たり聞いた
りしたときは、次の行動をとっ
て身の安全を守りましょう。
�机の下などに身を隠す
�あわてて外に飛び出さない
�火の始末は揺れがおさまってから
�運転中はハザードランプを点滅させ減速する
�塀やビルのそば、自動販売機に近づかない
�海岸では高台へ逃げる
　緊急地震速報について更に詳しくお知りになりたい場合は、旭川地方気
象台ホームページをご覧ください。

旭川地方気象台ホームページアドレス
　http://www.jma-net.go.jp/asahikawa/
問合せ
　旭川地方気象台総務課　�０１６６�７１０１

防 災 一 口 メ モ
ひ・と・く・ち

� 「緊急地震速報」


